
令和 8 年度第 1 回豊中市医師会産業医研修会のご案内 

 

日時：令和 8年 8月 29日(土)P.M.2:00～4:00 

場所：ホテルアイボリー 3階 オーキッドホール 

受講対象：日本医師会認定産業医（基礎研修の単位は取得できません） 

講演：①「ケースカンファレンス：化学物質による中毒事例に対する安全衛生委員会

での産業医の意見具申」（1時間） 

        講師：山田誠二産業保健センター・所長 山田 誠二 先生 

    ②「労働関係法令の改正と産業医が尽くすべき義務」（1時間） 

       講師：弁護士、磯野・熊本法律事務所 磯野 賢士 先生 

   ※各 50名ずつ交代制 

カリキュラム：日本医師会認定産業医制度 生涯研修 実地 1 単位および更新 1 単位

（申請中） 

募集人員：100名（豊中市医師会会員を優先） 

受講料：豊中市医師会会員は無料、会員外は 5,000円 

申込方法：参加申し込みは Googleフォームからお願いいたします。 

※申し込みの締め切りは 7月 10日(金)です。申込者多数の場合は抽選。締め切り後、

受講の可否等はメールにてご案内いたします。 

①参加申し込みの前に 

認定産業医・認定健康スポーツ医の各種手続きには今後、MAMIS（※医師会会員情報システ

ム）利用が必須となっています。必ずマイページへの初回ログインと利用者規約への同意をおこ

なってください。 

MAMIS の手続きがまだの方はこちらから 

https://mamis.med.or.jp/login      

 

 

これまで研修会で配布していた単位シールや紙の修了証は廃止されました。今後は研修会主

催者がMAMISを使って受講者情報と研修会単位を登録するため、研修会申し込み時に漢字氏

名・フリガナ、生年月日(西暦)、性別、医籍登録番号、メールアドレス情報が必須とのことですの

で、ご了承の程お願い申し上げます。 

 

②令和 8 年 8/29(土)豊中市医師会産業医研修会への参加申し込み 

 https://forms.gle/H4b8bRhXYUfYQEkU6 

 

 

※マイクロソフト系のメールアドレス（「@outlook.com」「@outlook.jp」

「@hotmail.com」)においてメールの送受信がうまく出来ない事象が発生しております。

恐れ入りますが、別のメールアドレスをお使いいただきますようお願い申し上げます。 

https://mamis.med.or.jp/login
https://forms.gle/H4b8bRhXYUfYQEkU6


③フォーム送信後、ご記入いただいたメールアドレスに 

「フォームにご記入いただきありがとうございます: 令和 8 年度第 1 回豊中市医師会産業医

研修会」という件名のメールが届いているか確認をお願いします。 

 

④申し込みの締め切りは 7 月 10 日(金)です。申込者多数の場合は抽選となります。 

締め切り後、受講の可否等は申込時に入力されたメールあてにご案内いたします。 

 

講演①： 

【抄録】 

（実地）「ケースカンファレンス：化学物質による中毒事例に対する安全衛生委員会
での産業医の意見具申」 

産業医の重要な職務の一つである安全衛生委員会での産業医意見具申を行えるよ
うに原因追及や予防対策事項をまとめるスキルを高める訓練を行うことを目的とす
る。職場で起こった労災事故について、その原因を追究し、今後同じような事故が起
こらないための対策や予防措置について、グループで検討し、安全衛生委員会で発表
していただき、産業医のスキルの向上を図るものである。 

 

【講師略歴】 

氏名：山田 誠二（やまだ せいじ）先生 

経歴 

  主要学歴：昭和 50年 ３月 京都府立医科大学卒業 

  主要職歴: 昭和 61年 ４月 産業医科大学助教授（産業生態科学研究所） 

            平成 ４年 ７月 松下産業衛生科学センター労働保健部長 

            平成 ５年 ４月 松下産業衛生科学センター副所長 

      平成 14年 ４月 松下産業衛生科学センター所長 

      平成 23年 ４月 パナソニック産業保健センター所長 

      平成 25年 ９月 山田誠二産業保健センター所長 

      平成 26年 10月 産業医科大学産業衛生教授 

  主要資格 労働衛生コンサルタント（保健衛生、保第１２９７号） 

      日本医師会認定産業医（第９００６０２０号） 

      日本産業衛生学会専門医（第１号） 

      日本産業衛生学会指導医（第１００１号） 

社会貢献活動：全国労働衛生団体連合会健診システム専門委員会委員長 

       大阪産業保健総合支援センター・産業医学相談員 

賞罰：厚生労働大臣功績賞、緑十字賞、厚生労働大臣功労賞 

 

著書：「かけだし産業医の覚書」（産業医学振興財団、東京） 

「産業医の覚書」（産業医学振興財団、東京、） 

「産業医学実践講座 第２版」（南江堂、東京） 分担 

「産業安全保健ハンドブック」（労働科学研究所、東京）編集委員 

「続産業医の覚書」（産業医学振興財団、東京） 

「健康診断に必要な専門知識」（バイオコミュニケーションズ,横浜） 

「働く人の健康 令和 8年度版」（全国労働衛生団体連合会、東京） 

「明治から令和への産業保健の時間旅行」（バイオコミュニケーションズ、横浜） 

 

 



講演② 

【抄録】 

「労働関係法令の改正と産業医が尽くすべき義務」 

働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律（いわゆる働き方改革関

連法）の施行により、2019 年 4 月以降、産業医・産業保健機能の強化や長時間労働

者への面接指導など、産業医の業務の在り方は大きく変容しました。2024 年 4 月に

は、建設業、運送業、および医師に対する時間外労働の上限規制の適用猶予も終了し、

現在は制度の定着に伴う実務上の課題が浮き彫りになっています。さらに、現在、約

40 年ぶりとなる労働基準法の抜本的な改正に向けた議論が本格化しており、労働時

間管理や健康確保措置の在り方が再び大きな転換期を迎えています 。このように目

まぐるしく変化する状況下で、産業医が適切な役割を果たしていくためには、改正内

容を正確に理解することが不可欠です。 

過去には、産業医の不適切な言動や判断を理由として、産業医個人に対する損害賠償

請求が認容された裁判例も存在します。労働者の健康管理を適切に行うことはもちろ

ん、産業医自身が法的リスクを負う（火の粉がかかる）事態を避けるためには、どの

ような点に注意を払うべきでしょうか。 

本講演では、最新の法令改正・議論の内容を整理して解説するとともに、過去の裁判

例を紐解き、産業医として実務上いかに対応すべきか、その具体的な留意点について

取り上げます。 

 

【講師略歴】 

氏名：磯野 磯野 賢士（いその たかし）先生 

弁護士。2014年神戸大学法科大学院修了後、同年司法試験合格。2015年北浜法律事

務所・外国法共同事業入所、医療機器メーカーへの出向（パートタイム）、外資系 IT

企業への出向（パートタイム）を経て、2023 年磯野・熊本法律事務所開設。主な労

働関係の講演実績として、「派遣法の重要改正ポイント」（2016年）、「2018年問題へ

の対応～労働契約法及び労働者派遣法改正～」（2017年）、「寺族を取り巻く身近なハ

ラスメントについて」（2023年）、その他各企業・団体におけるハラスメント講習等。 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 

豊中市医師会事務局 (担当：宮川)                                          

TEL06-6848-1671 


